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第3四半期 (2023年4月-12月期) 連結決算概況

• 連結売上高 892億円 (前年同期比 6％増)

• 連結営業利益 53億円 (前年同期比 23%増) 

• 連結当期純利益 49億円 (前年同期比 33%増)

キーポイント
➢ 連結売上高は、ブランド製品事業の減収の一方で、テクノロジーソリューション

事業の増収により増加

➢ 連結営業利益は、ブランド製品事業においてセグメント損失を計上した一方で、
テクノロジーソリューション事業の増益により増加

➢ 当期純利益は、営業外収益における為替差益 (14億円) の計上等から増加

（注）当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益/四半期純利益」に相当
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40期 41期 対前年同期比較

22年4-12月期 23年4-12月期 増減額 増減率

売上高 84,021 89,151 5,130 6.1%

売上総利益 (粗利) 26,485 27,836 1,351 5.1%

売上総利益率 31.5% 31.2%

販管費 22,189 22,567 378 1.7%

販管費率 26.4% 25.3%

営業利益 4,297 5,269 972 22.6%

営業利益率 5.1% 5.9%

経常利益 4,851 6,656 1,805 37.2%

当期純利益 3,676 4,893 1,217 33.1%

第3四半期 (2023年4月-12月期) 連結損益計算書
• 営業利益は、為替の円安影響 (+8億円) 等により増益。経常利益及び当期純利

益も増益

（単位：百万円）

（注）当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益/四半期純利益」に相当
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第3四半期 (2023年4月-12月期) 事業セグメント概況 - 1

ブランド製品事業

• 売上高 272億円 (前年同期比 19％減)

• セグメント損失 31億円 (前年同期 損失13億円)

➢ 売上高は、商品ポートフォリオのアップデートを進めつつも、主に、ペンタブレット
製品がプロ向け及び低価格帯の既存モデルへの需要減少等から減収、ディスプレイ製
品も中価格帯及びプロ向け既存モデルへの需要減少等から減収。尚、売上高の変動要
因には為替の円安影響 (+14億円) を含む

➢ セグメント損失は、棚卸資産評価損の戻入益を計上し、また販管費の削減を図るも、
減収及び部材の買付契約評価引当金(注: 次ページ参照)の繰り入れや棚卸在庫評価減の計上
等により拡大。尚、セグメント損益の変動要因には為替の円安影響 (+2億円) を含む
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第3四半期 (2023年4月-12月期) 事業セグメント概況 - 1

(注) 買付契約評価引当金:

将来の製品生産の予測に基づき、サプライヤーと結んだ部材の買付契約に関して、販売動
向の変化などにより、その製品生産の予測を見直した結果、蓋然性高く、調達過剰となる
であろう金額を合理的に見積ることが可能な場合、その金額を引当金 (負債) 及びその繰入
額を売上原価 (費用) として認識するもの

尚、買付契約に基づき当該部材の調達を実行した場合は、引当金の戻入による売上原価の
戻し、同時に対応する棚卸資産評価損を売上原価において計上する
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第3四半期 (2023年4月-12月期) 事業セグメント概況 - 2

テクノロジーソリューション事業

• 売上高 619億円 (前年同期比 23％増)

• セグメント利益 121億円 (前年同期比 31％増)

➢ 売上高は、主にEMRテクノロジーがOEM提供先の需要増加から増収、AESテクノ
ロジーも市場環境の変化の影響を受けつつも増収。尚、売上高の変動要因には為
替の円安影響 (+31億円) を含む

➢ セグメント利益は、増収により増益。尚、セグメント損益の変動要因には為替の
円安影響 (+7億円) を含む
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第3四半期 (2023年4月-12月期) 事業セグメント別損益
（単位：百万円）

40期 41期 対前年同期比較

22年4-12月期 23年4-12月期 増減額 増減率

売上高 計 84,021 89,151 5,130 6.1%

ブランド製品事業 33,485 27,236 -6,249 -18.7%

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 50,536 61,915 11,379 22.5%

営業利益 計 4,297 5,269 972 22.6%

ブランド製品事業 -1,310 -3,069 -1,759 ー

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 9,224 12,051 2,827 30.7%

調整額(コーポレート他) -3,617 -3,713 -96 ー

営業利益率 5.1% 5.9% 0.8pts
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(参考) 連結営業利益の主な変動要因

43.0

（単位：億円）

52.7

粗利の主な増減要因
減少要因

① (売上規模縮小) ブランド製品事業の売上減少

② (粗利率低下) 買付契約評価引当金の計上

③ (粗利率低下) 事業セグメントミックスの変動

増加要因

④ (売上規模拡大) ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業の売上拡大

⑤ (粗利率改善) 原価変動等による粗利改善

⑥ (粗利率改善) 棚卸資産評価損の戻入益
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連結貸借対照表
（単位：百万円）

2023年
3月末

2023年
12月末

増減額

流動資産 60,173 70,207 10,034

固定資産 15,106 15,354 248

資産合計 75,279 85,561 10,282

流動負債 30,041 36,060 6,019

固定負債 4,748 9,869 5,121

負債合計 34,789 45,929 11,140

純資産合計 40,490 39,632 -858

負債純資産合計 75,279 85,561 10,282

自己資本比率 53.8% 46.3% -7.5pts

増減の主な内容

資産 （単位：億円）

・ 売上債権の増加 59

・ 現金及び預金の増加 55

・ その他の流動資産の増加 29

・ 棚卸資産の減少 -43

負債

・ 長期借入金 (1年内返済予定含む)

の増加 70

・ 仕入債務の増加 51

純資産

・ 自己株式の取得 -33 

・ 利益剰余金の増加 18

・ 為替換算調整勘定の増加 6 
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連結キャッシュ・フロー計算書

2023年4-12月期の主な活動内容

営業活動 （単位：億円）

・ 税金等調整前当期純利益 68

・ 棚卸資産の減少 53

・ 仕入債務の増加 44

・ 売上債権の増加 -57

投資活動

・ 固定資産の取得 -17

財務活動

・ 長期借入金による収入 70

・ 自己株式の取得 -34

・ 配当金の支払 -31

・ 短期借入金の返済               -20

（単位：百万円）

40期 41期
対前年同期

比較

22年4-12月期 23年4-12月期 増減額

営業活動 -9,140 7,961 17,101

投資活動 -2,737 -1,619 1,118

財務活動 2,094 -2,063 -4,158

現金に係る換算
差額

1,220 1,287 67

現金増減額 -8,562 5,565 14,127

現金期首残高 21,789 19,980 -1,809

現金期末残高 13,227 25,544 12,317
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2024年3月期 (41期) 連結業績予想
Wacom Chapter 3
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2024年3月期 (41期) 連結業績予想の主なガイダンス

• 連結売上高 1,170億円 (前年同期比 4％増)

• 連結営業利益 53億円 (前年同期比 163％増)

• 連結当期純利益 49億円 (前年同期比 173％増)

➢ 通期の連結業績予想は、現時点で想定可能な事業セグメントごとの業況を
勘案して策定

*想定為替レート (2024年1月以降 1USドル=142円、1ユーロ=155円) 及び為替感応度予想はスライ
ド#53を参照

*事業セグメント別業績予想はスライド#14、#15、#17 、#55を参照

（注）当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益/四半期純利益」に相当

更新

更新

更新
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2024年3月期 (41期) 連結業績予想の主なガイダンス

ブランド製品事業

• 売上高 350億円 (前年同期比 15％減)

• セグメント損失 45億円 (前年同期 損失40億円)

➢ 通期の売上高は、前回予想から下方修正。主力のクリエイティブソリューションに
おいて、年末商戦の不調な結果や第4四半期 (1-3月期) も需要減少等を見込むことか
ら、減収を想定

➢ 通期のセグメント損失は、前回予想から下方修正。上記の減収による減益に加えて、
第3四半期末に部材の買付契約評価引当金*を繰り入れたこと及び棚卸在庫評価減を
計上したことによるセグメント損失拡大を見込んだ想定

更新

更新

*評価性及び負債性引当金等については継続精査
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2024年3月期 (41期) 連結業績予想の主なガイダンス

テクノロジーソリューション事業

• 売上高 820億円 (前年同期比 15％増)

• セグメント利益 150億円 (前年同期比 39％増)

➢ 通期の売上高は、前回予想から上方修正。 OEM提供先の需要増加により、
増収を想定

➢ 通期のセグメント利益は、上記等を踏まえて前回予想から上方修正。増益
を想定

更新

更新
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2024年3月期 (41期) 連結損益予想 対前回予想比較

（単位：百万円）

41期 (前回予想) 41期 (修正予想) 対前回予想比較

2024年3月期 2024年3月期 増減額 増減率

売上高 109,000 117,000 8,000 7.3%

営業利益 4,500 4.1% 5,300 4.5% 800 17.8%

経常利益 5,200 4.8% 6,700 5.7% 1,500 28.8%

当期純利益 3,950 3.6% 4,900 4.2% 950 24.1%

ROE 9.7% 12.2% 2.5pts

（注）当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」に相当

（注）前回予想は2023年10月31日付で公表
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2024年3月期 (41期) 事業セグメント別業績予想

41期 (前回予想) 41期 (修正予想) 対前回予想比較

2024年3月期 2024年3月期 増減額 増減率

売上高 (内訳)

ブランド製品事業 37,000 35,000 -2,000 -5.4%

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 72,000 82,000 10,000 13.9%

セグメント利益 (内訳)

ブランド製品事業 -1,300 -4,500 -3,200 ー

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 11,000 15,000 4,000 36.4%

調整額 (コーポレート他) -5,200 -5,200 ー ー

（単位：百万円）

対前回予想比較

（注）前回予想は2023年10月31日付で公表
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2024年3月期 (41期) 研究開発費、投資計画予想

研究開発費

78億円 (前年同期比 17％増)  更新前 80億円
• 主な内容： テクノロジー・リーダーシップ推進に向けた新製品開発、次世代技術開発等

資本的支出

24億円 (前年同期比 52％増)   更新前 27億円
• 主な内容： ブランド製品事業及びテクノロジーソリューション事業の製品量産金型等

減価償却費

 18億円 (前年同期比 22％増)
• 主な内容： 製品量産金型等の減価償却費

（注）上記の実績と予想にはリース資産に関わる設備投資額及び減価償却費を含まず
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2024年3月期 (41期) 株主還元策

基本方針
• 将来の事業展開と財務体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当

の継続と機動的な自己株式の取得を基本方針とする

１株当たり配当予想  

➢ 期末配当金 20.00円 (前期実績 20.00円)

配当性向 63.0％ (前期実績 176.4%)

配当方針については、適正な財務の健全性を確保することを前提にしつつ、連結ベー
スの配当性向が目安である30％程度を上回る場合でも、原則安定的な１株当たりの配
当額を維持し、１株当たり配当額の中長期的な増加を通じた利益還元に努める
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2024年3月期 (41期) 株主還元策

自己株式の取得 (方針)
• 「Wacom Chapter 3」において株主還元は重要な経営課題として認識。投資機会、資本

効率等を総合的に勘案したうえで株主還元を実施

• 財務の健全性を考慮した上で、「Wacom Chapter 3」対象期間において、総額200億円を
上限とする自己株式取得を実施する方針

➢ 自己株式の取得

• 2023年10月31日付決議*

• 取得総額 (株数): 予定 65億円上限 (1,300万株上限 発行済株式総数 (自己株式を除く) 
に対する8.41%)

• 取得期間: 2023年11月1日～2024年3月29日

• 進捗状況: 2023年12月31日時点で総額24億円 (340万株) の取得を実施*

(参考) 「Wacom Chapter 3」対象期間での自己株式取得の累計実績

• 2023年12月31日時点で総額84億円 (1,133万株) の取得を実施*

*詳細は各適時開示資料を参照
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2024年3月期 (41期) 株主還元策

自己株式の消却
• 現下の自己株式の使途、財務状況等を総合的に勘案した上で、自己株式の消却を実施

➢ 自己株式の消却

• 2024年1月31日付決議*

• 消却総数: 600万株 (消却前の発行済株式総数に対する割合3.80%)

• 消却実施日: 2024年2月14日

(参考)  2023 年12月31日時点での自己株式の保有状況

• 自己株式数: 6,749,889 株

• 発行済株式総数 (自己株式を除く): 151,250,111 株

*詳細は各適時開示資料を参照
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中期経営方針 Wacom Chapter 3

アップデートプランの改編について
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Technology Leadership
     技術革新に基づいた圧倒的な体験を届ける

Community Engagement
     お客様/パートナー様との深い連携

で体験を創る

Tech. Innovation for 
   sustainable society

    技術革新で持続可能社会
    に貢献する

Meaningful Growth
    人間と社会にとって意味深い

    成長を目指す

New core technology, 
New core value proposition

     新しいコア技術を開発し、新しい価値を届ける

5つの戦略軸

Wacom
Chapter 3
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Chapter 3アップデート 第二次レポート サマリー

集中領域で事業構築

①Creative教育に集中
②新創作ワークフロー
   対応(仮想化/遠隔化)

③ソリューション型
   価値提供の体制へ変革

在庫マネジメント改善

①現在庫から1/3削減
 (FY03/24末時点目標)

②新規調達の絞込み
(過多モデル/部品)

③発注ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ強化

販路マネジメント強化
①B2Bチャネル強化
 -ソリューション型へ
    -ダイレクト顧客開拓

②e-storeチャネル強化
 -体験提供型サービス
    -User touch point最大化

商品ポートフォリオ
の刷新と粗利改善

①新しい付加価値提供
    (EntryからProまで)

②粗利改善の価格政策
③Value Engineeringに
よる原価構造改善

一般教育分野での
事業開拓

①一般教育向けの
ソリューション展開

②ハードウエアのみ
ならず、サービスも
展開

• FY03/24-FY03/25の２年間をChapter 4における事業成長につなげるための「事業構造変革期間」と位置付ける。
• 厳しい経済環境が今後も継続する見込みの中、向こう2年間はChapter 4に向かっての「粗利改善の仕組み」に取組む。

資本政策/株主還元

①将来技術への投資と
資本政策

②追加100億円を上限
   とする自己株式取得

デジタルインクサービ
スの立ち上げと投資

①新コア価値となる
   三分野での事業立上げ
   (A.I., XR, ｾｷｭﾘﾃｨ)

②技術開発投資と回収

事業全体
Chapter 4

(FY03/26-FY03/29)

・FY03/26以降の二桁OP

・FY03/26以降新
   サービス本格的事業化

1 42

6

3

7 8

ブランド製品事業
FY03/24 でTurn around

顧客と用途拡大

① 業界での事実上標
準化を強化推進

② 用途拡大するために
独自のハードウエア
(本体/Pen/サービス)

     を開発展開する。

5

ブランド製品事業
テクノロジーソリューション
事業

全社共通

第二次レポート 第二次レポート 第二次レポート 第二次レポート

2023年5月11日付公表 決算説明会資料より抜粋
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Chapter 3 アップデートプランの改編について

1. 改編の背景

• 「需要先食い」解消のタイミングシフト

• コロナ期(21年3月期/22年3月期)に発生した「需要先食い」の解消が見込みより遅れている

• 買い控え傾向の継続

• 特定地域 (中国等)では、全体市況として消費者による買い控えやペンタブレット/ディスプレイ製品カテゴリーへの購買優先度低下
傾向が依然として継続

• 他カテゴリーへの需要シフト傾向 (ペンタブレット製品のエントリーゾーンにおいて)

• ペンタブレット製品のエントリーゾーンにおいては、ペンタブレット製品以外の選択肢が多様化しており、他カテゴリーへ需要が
若干シフトする傾向が発生

*ペンタブレット/ディスプレイ製品カテゴリー内でのワコムポジションには大きな変化は見られない

2. 目標と改編アクションの再設定

• 目標の再設定 : 上記の環境変化を見極めながら、ブランド製品事業の収益性改善のシナリオ再設定 (具体的には24年5月に報告)

• 取組①/②/③で設定した取組を深化させるための追加構造改革(商品ラインナップ構成/販路/組織の最適化)を実施

• 運営体制の改善と強化により、構造改革を加速させ、Chapter 4への移行を確実なものとする

3. 具体的な改編プランとスケジュール

• 24年1月目途 : 運営体制及び追加構造改革プランの内容/進捗報告
• 24年5月目途 : 改編の効果を反映した25年3月期の具体的な経営計画及びChapter 4の見通しアップデート

「Chapter 3アップデートプラン(23年5月発表)」において、ブランド製品事業部分については改編が必要と判断し、
目標を再設定すると同時に、ブランド製品事業関連の取組①/②/③を更に深化させる改編アクションを立案/推進します
＊ブランド製品事業とテクノロジーソリューション事業が共通技術基盤を介しながら互いをレバレッジしつつ成長する方針と、その他の取組④～⑧について
は変更ありません

2023年10月31日付決算説明会資料より抜粋
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Chapter 3 アップデートプランの改編について : 進捗状況 1

• 追加構造改革案の進捗

• 商品ポートフォリオ : 見直し進行中
• 商品ラインナップのモデル数/SKU数見直しによる効率化を図る

• 他カテゴリへの需要シフトにも対応する新カテゴリの立ち上げ

• 旧製品の在庫処理加速化による新商品ポートフォリオ群の立ち上がりを確実なものとする。

• 販路 : 地域毎で、集約化を推進中
• 自社e-store / B2B強化の方針の下、裾拡がりしている販路を見直し、B2C販路の集約統合を
図る。

• 組織の最適化 : 上記販路の集約化と同期した形で、最適化を実施中
• 上記販路の集約化に伴う地域管理体制の統合を実施中

ブランド製品事業の収益性改善の目標とシナリオについては、上記取組の進捗を反映させた形で、24年5月
の決算発表時に、25年3月期の経営計画詳細と共にアップデート致します。
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Chapter 3 アップデートプランの改編について : 進捗状況 2

• ブランド製品事業 運営体制の強化

• Task Forceチームの組成と運営

• 事業構造変革の策定と執行については、 CEO / CFOの直下にTask Force チームを組成し、
全社視点の最重要トピックスとして、意思決定の迅速性を向上させながら運営中。

• Task Forceチームが取締役会にも直接報告する形をとり、社外取締役による監督の頻度
と深度を担保する体制で運営する。

• 取締役会の監督機能の更なる強化

• 事業構造変革及びChapter 4の将来事業展開をより確実に、かつ迅速にリードするべく監
督機能の更なる強化を図る。

＊上記案につきましては、株主様との対話を踏まえて、第41回定時株主総会に諮る予定です。
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Chapter 3アップデート 取組の進捗(ブランド製品事業)

集中領域で事業構築

①Creative教育に集中
②新創作ワークフロー
   対応(仮想化/遠隔化)

③ソリューション型
   価値提供の体制へ変革

販路マネジメント強化
①B2Bチャネル強化
 -ソリューション型へ
    -ダイレクト顧客開拓

②e-storeチャネル強化
    -体験提供型サービス
    -User touch point最大化

商品ポートフォリオ
の刷新と粗利改善

①新しい付加価値提供
    (EntryからProまで)

②粗利改善の価格政策
③Value Engineeringに
よる原価構造改善

1

2

3

市場構築

粗利改善

粗利改善

① 新しい付加価値提供する商品ポートフォリオ順次導入中

     -Q3には、2モデルの新製品導入実施

② 価格政策による粗利改善  : 

価格アップモデルについては粗利率改善が見られたものの、在庫消化の
     為のプロモーションにより粗利減となった。

① Creative教育の案件に取組中 (後述の事例参照)

② リモートソリューションの商用版を正式導入

③ ソリューション型価値提供の体制を地域毎に検討中

① ダイレクト顧客開拓に集中取組中 (後述の事例A参照)

 -上期のB2B比率は目標30%程度に向かって進行中(前年通期25%程度)

② 体験型提供サービスの導入開始「Wacom Adventure」
     -e-store専用バージョンやサービスによるe-storeへの動線確保

-23年4月-12月累計のe-store比率 13% 程度 (前年通期10%程度)
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一般教育分野での
事業開拓

①一般教育向けの
ソリューション展開

②ハードウエアのみ
ならず、サービスも
展開

6

顧客と用途拡大

① 業界での事実上標
準化を強化推進

② 用途拡大するために
独自のハードウエア
(本体/Pen/サービス)

     を開発展開する。

5
売上成長

売上成長

① 事実上標準化の施策実行中
Galaxyの新製品S pen対応、ユニバーサルペン導入

② 独自のハードウエア開発展開の企画検討進行中

① 一般教育向けの次世代ソリューション開発中

② 商用導入した教育向けサービスのアップデート版についても
企画・開発進行中 (後述)

Chapter 3アップデート 取組の進捗(テクノロジー
ソリューション事業)
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在庫マネジメント改善

①現在庫から1/3削減
 (FY03/24末時点目標)

②新規調達の絞込み
(過多モデル/部品)

③発注ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ強化

資本政策/株主還元

①将来技術への投資と
資本政策

②追加100億円を上限
   とする自己株式取得

(Chapter 3期間の
    総額上限200億円)

デジタルインクサービ
スの立ち上げと投資

①新コア価値となる
   三分野での事業立上げ
   (A.I., XR, ｾｷｭﾘﾃｨ)

②技術開発投資と回収

4

7

8

Cash改善

資本政策

事業開拓

Chapter 3アップデート 取組の進捗(全社)

① 23年12月末時点在庫 : 174億円  

② 2024年3月末での目標達成に向かって取組中

① 将来技術への投資進行中 (R&D費用見込み 78億円)

② Chapter 3期間における総額上限200億円取得方針に対して:

-累計84億円の自己株式取得実施済(23年12月末時点)
 

① 三分野での事業立ち上げ準備進行中 (26年3月期本格立上)

     - A.I. : 教育分野で商用化開始
     -XR  : 11月に最終PoC品発表し、25年3月期での商用化目指す
     -セキュリティ : Wacom Yuifyβ版市場導入発表
     -Remote : リモートソリューション商用版の正式導入開始



All Rights Reserved. Copyright © 2024 Wacom Co., Ltd. 31

0

50

100

150

200

250

300

End of FY39
(FY03/2022)

End of FY40 Q3
(Dec. 2022)

End of FY40
(FY03/2023)

End of FY41 Q1
(Jun. 2023)

End of FY41 Q2
(Sep. 2023)

End of FY41 Q3
(Dec. 2023)

Target by the end of
FY41 (FY03/2024)

在庫マネジメント改善

億円

4

貸借対照表上の在庫金額

100億円の
現金創出

評価減、廃棄分を考慮
せず69億円程度削減済

2023年1月以降の在庫評価減の増加分、及び廃棄額の合計額

2024年3月末
ターゲット

2023年12月末2023年9月末2023年6月末2023年3月末2022年12月末2022年3月末



All Rights Reserved. Copyright © 2024 Wacom Co., Ltd. 32

2024年3月期 第3四半期

Chapter 3アップデートの各種取組

の進捗を示す事例集
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Galaxy S24 Ultra with S pen
新製品で新しい体験 “Circle to Search”をS penで支える

33All Rights Reserved. Copyright © 2024 Wacom Co., Ltd



CONFIDENTIAL – DO NOT DISTRIBUTE. REVIEW ONLY UNDER NDA.
34

Wacom Cintiq Pro シリーズ
Cintiq Proのフルラインナップをプロ向けに導入 17”, 22”, 27”

34All Rights Reserved. Copyright © 2024 Wacom Co., Ltd
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Creative教育事例 : 職業訓練校 (New York/California)
職業訓練校のアートコースにWacom商品を納入
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Wacom Bridge 正式導入 
クラウド環境/リモート環境向けのソリューションを商用導入開始

36All Rights Reserved. Copyright © 2024 Wacom Co., Ltd
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ブロックチェーン

マイクロ
マーク
技術

Wacom サイン認証

S.S.I. 仕様

作品コラボレー

ション

作品登録 

ライセンス

サポート

作品スキャン 

Wacom Yuify β版 導入 
クリエイターの作品権利を保護するサービス

37All Rights Reserved. Copyright © 2024 Wacom Co., Ltd
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デジタルインクを使った教育サービス 「学び検索 チエノワ」
手書きを起点とした「知識が連鎖する学び体験」

知識グラフ構造に
よる知識の連鎖体験

を提供

手書きで検索

×
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札幌国際芸術祭にイニシアティブ・パートナーとして参加
将来世代の子供達に対するCreative教育プログラム等を共同企画/実施

39All Rights Reserved. Copyright © 2024 Wacom Co., Ltd
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2024年3月期 (41期) 第3四半期連結決算
補足資料
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平均為替レート 当期実績 前年同期比

1 USドル 142.76円 +5.4% (円安)

1 ユーロ 155.19円 +10.5% (円安)

1 中国元 19.96円 +1.1% (円安)

第3四半期 (2023年4月-12月期) 連結財務サマリー
経営成績 当期実績 前年同期比

売 上 高 89,151百万円 +6.1％

営 業 利 益 5,269百万円 +22.6％

経 常 利 益 6,656百万円 +37.2％

当期純利益 4,893百万円 +33.1％

財務指標 当期実績 前年同期比

1株当たり純利益 31.50円 +8.30円

1株当たり純資産 262.03円 -11.57円

ROIC 9.3% +2.1pts

ROE 12.2% +3.7pts

（参考）

（注）当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益/四半期純利益」に相当
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(参考) 事業セグメント業績に関する説明の留意点

• 事業環境の変化に適合したより適切な業績説明を行うため2024年3月期より事業
セグメントの業績説明におけるカテゴリー範囲、名称を一部変更

(1)「モバイル製品他」は「モバイル」相当を「ディスプレイ製品」に、「他」相当を「ペンタブレット製品」に統合

(2)「EMRテクノロジーソリューション他」の「他」は表示を省略

ブランド製品事業

クリエイティブソリューション

ディスプレイ製品

ペンタブレット製品

ビジネスソリューション

テクノロジーソリューション事業
AESテクノロジーソリューション
EMRテクノロジーソリューション

(1)

(2)

ブランド製品事業
クリエイティブソリューション

ディスプレイ製品

ペンタブレット製品

モバイル製品他

ビジネスソリューション

テクノロジーソリューション事業

AESテクノロジーソリューション
EMRテクノロジーソリューション他

(1)

2023年3月期 2024年3月期
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事業ハイライト -売上高-

ブランド製品事業 272億円 前年同期比 -19%

• クリエイティブソリューション 238億円 前年同期比 -21%

➢ ディスプレイ製品: プロ向け及び低価格帯での新商品が売上高に貢献した一方で、
既存モデルでの需要減少により減収

➢ ペンタブレット製品: 中価格帯での新商品が売上高に貢献した一方で、プロ向け
モデル及び中低価格帯の既存モデルでの需要減少等により減収

(内数) ディスプレイ製品 146億円 同 -16%
          ペンタブレット製品 91億円 同 -28%

Pro Pro
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事業ハイライト -売上高-

ブランド製品事業

• ビジネスソリューション 35億円 前年同期比 +3%

➢ 流動的な市況の変化や案件進捗の動向の影響等があるなか僅かに増収

STU-540 DTH-2452DTU-1141B
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事業ハイライト -売上高-

テクノロジーソリューション事業 619億円 前年同期比 +23%

• AESテクノロジーソリューション 199億円 前年同期比 +12%
➢ 市場環境の変化の影響を受けつつも増収

• EMRテクノロジーソリューション 420億円 前年同期比 +28%
➢ OEM顧客の需要が増加したことから増収
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40期 41期 対前年同期比較

22年4-12月期 23年4-12月期 増減額 増減率

人件費 8,330 8,614 284 3.4%

研究開発費 4,969 5,632 663 13.3%

広告宣伝・販促費 1,912 1,487 -425 -22.2%

運賃・荷造費 1,251 1,049 -202 -16.2%

外注費 1,166 1,100 -66 -5.6%

減価償却費 315 345 30 9.4%

その他 4,246 4,339 93 2.2%

販管費合計 22,189 22,567 378 1.7%

売上高販管費率 26.4% 25.3% -1.1pts

(参考) 販売費及び一般管理費の主な内訳
• 為替の円安影響 (+7億円) 及び積極的な研究開発投資等に対し、ブランド製品

事業を中心とした経費削減により販管費は前年同期水準を維持
（単位：百万円）
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(参考) 連結営業利益の主な変動要因
• 為替影響を除く営業利益の主な変動要因 (前年同期比)

(1) ブランド製品事業: 販管費の削減や棚卸資産評価損の戻入益による粗利増を
上回る減収及び買付契約評価引当金の繰入等による粗利減等 -19.2億円

(2) ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業: 増収による粗利増等 +20.9億円

(3) コーポレート部門: 販管費減 +0.3億円

通貨 為替レート変動 売上高 営業利益

1 USドル 7.36円 円安 +36.0億円 +3.0億円

1 ユーロ 14.77円 円安 +7.7億円 +4.0億円

アジア通貨 計
（内数: 中国元） (0.21円 円安)

+1.5億円
(+0.2億円)

+0.7億円
(+0.0億円)

計 +45.2億円 +7.7億円

• 為替影響額 (前年同期比)
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11,141 11,912 11,819

14,859

9,655 9,194 8,987

11,950

6,817 6,824
8,074 8,871

1,059
1,048 1,100

1,304

944 971 1,273

1,110

859 998
1,182

1,287

11,137
11,219

13,161

14,757

17,012 18,308
15,405

16,823

21,033

16,318

22,195

23,402

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
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-41%

(参考) 現地法人所在地別売上高 前年同期比
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(参考) ブランド製品事業 現地通貨ベース売上高増減率

地域 通貨 前年同期比 増減率

日本 日本円 -12％ -12%

米国 米ドル -15％ -14%

欧州 ユーロ -14％ -18%

中国 中国元 -58％ -58%

韓国 韓国ウォン -26％ -26%

豪州 豪ドル -33％ -34%

シンガポール 米ドル -27％ -35%

香港 米ドル -39％ -59%

台湾 台湾ドル -55％ -56%

インド インドルピー -16％ -25%

(注) 前年同期比の枠内はブランド製品事業に含まれるクリエイティブソリューションの増減率を示す
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(参考) ROIC (投下資本利益率)の変動

ROIC = 税引後営業利益 / (正味運転資本＋事業用資産*)の期首と期末平均

*事業用資産：有形固定資産＋無形固定資産＋他資産(うち事業用と定義するもの)

（単位：百万円）

40期 41期 対前年同期比較

22年4-12月期 23年4-12月期 増減額 増減率

ROIC 7.2% 9.3% 2.1pts

税引後営業利益 2,981 3,656 675 22.6%

正味運転資本 29,598 25,410 -4,188 -14.1%

事業用資産 11,616 13,926 2,310 19.9%
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(参考) ROIC (投下資本利益率)の年度推移
ROIC = 税引後営業利益 / (正味運転資本＋事業用資産*)の期首と期末平均

*事業用資産：有形固定資産＋無形固定資産＋他資産(うち事業用と定義するもの)
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中期経営計画 Wacom Chapter 2 振り返り

そして、Wacom Chapter 3 へ向かって
2024年3月期 (41期) 連結業績予想
補足資料
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2024年3月期 (41期) 連結業績予想の前提

（単位：百万円）(概算) 為替感応度予想・通期12ヶ月分

感応度の単位
1円 (中国元*は0.1円) 当たり円高の場合

各通貨とも、円安の場合は影響額の符合が逆

2024年3月期予想 (参考) 2023年3月期実績

通貨 USドル ユーロ 中国元* USドル ユーロ 中国元*

売上高 -660 -70 -10* -620 -70 -30*

営業利益 -110 -40 -0* -20 -40 -20*

2024年1月以降想定為替レート

1 USドル = 142.0円 変更 (前回予想レート138.0円)

1 ユーロ = 155.0円 変更 (前回予想レート151.0円)

1 中国元 =   20.0円 変更 (前回予想レート 19.2円)
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2024年3月期 (41期) 連結損益予想 対前年同期比較

（単位：百万円）

40期 (実績) 41期 (予想) 対前年同期比較

2023年3月期 2024年3月期 増減額 増減率

売上高 112,730 117,000 4,270 3.8%

営業利益 2,013 1.8% 5,300 4.5% 3,287 163.3%

経常利益 2,868 2.5% 6,700 5.7% 3,832 133.6%

当期純利益 1,792 1.6% 4,900 4.2% 3,108 173.4%

ROE 4.3% 12.2% 7.9pts

（注）当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」に相当
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2024年3月期 (41期) 事業セグメント別業績予想

40期 (実績) 41期 (予想) 対前年同期比較

2023年3月期 2024年3月期 増減額 増減率

売上高 (内訳)

ブランド製品事業 41,161 35,000 -6,161 -15.0%

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 71,569 82,000 10,431 14.6%

セグメント利益 (内訳)

ブランド製品事業 -3,981 -4,500 -519 ー

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 10,756 15,000 4,244 39.5%

調整額 (コーポレート他) -4,762 -5,200 -438 ー

（単位：百万円）

対前年同期比較
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• 経済的な成長だけでなく、多面的な成長を目指す
• 人間と社会にとって意味深い成長を模索する。
• 静止画的な成長ゴールを定義せず、長い時間をかけて意味深い

成長を遂げていく「成長の旅路」を通じて、社会における責務
を果たす

Meaningful Growth
意味深い成長のために
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本資料のお取り扱い上の注意点

本資料に含まれる将来の見通しに関する記述は、現時点における
情報に基づき判断したものであり、マクロ経済や当社の関連する
業界動向、新たな技術の進展などにより変動する事がありえます。
従いまして、実際の業績などが本資料に記載されている将来の
見通しに関する記述と異なるリスクや不確実性がありますことを
ご了承ください。

株式会社ワコム
インベスター・リレーションズ

〒160-6131 東京都新宿区西新宿8丁目17番1号 住友不動産新宿グランドタワー31階
https://investors.wacom.com/ja-jp/

本資料に記載の会社名、製品名などの固有名詞は各所有者の商標あるいは登録商標です。



2024 年 1 ⽉31 ⽇（⽔）開催   株式会社ワコム 2024 年 3 ⽉期 第 3 四半期決算説明会 
  
質疑応答（要旨）  
 

（質問）本⽇発表された修正後の通期業績予想では、差し引きするとQ4の計画で各種費⽤を⾒込んでい
ると思うが、なにか保守的＝多めに費⽤前提などがあるのか、通期予想の営業利益53億円の保
守性と上振れ余地について確認させてほしい。 

（回答）2024年3⽉期の通期業績予想の営業利益53億円については、1-3⽉のQ4の状況の中でビジネ
スのダイナミクスは上にも下にもあるという状況にある。ブランド製品事業では、市場のトレン
ド感が悪化する要素が追加されていくとか、この市場の変化が加速していくといった要素につい
て我々は認識していない。また、テクノロジーソリューション事業については、多数展開してい
るエンドのお客様の状況によっては少しダイナミクスがあるという前提で、全体の営業利益予想
を53億円としている。上振れ余地についてもしっかり取っていきたいと考えており、ブランド
製品事業、テクノロジーソリューション事業ともに堅めに事業運営ができたら上振れ余地はある
と思っている。また、（主にブランド製品事業において）部材や在庫の処理については継続検討
中ではあるが、その結果を反映した形での着地を⽬指しており、営業利益53億円というのは現
段階におけるベストエスティメートであるとお考えいただきたい。残り3か⽉を切っている状況
下であり、多くの事象についてはそれなりの確度で読み込むことが出来ているので、業績予想
53億円の達成については視界に⼊ってきていると考えている。 

以上 


	スライド 1: 第3四半期連結決算説明 2024年3月期 (第41期) Wacom Chapter 3
	スライド 2: 目次
	スライド 3: 第3四半期 (2023年4月-12月期) 連結決算概況
	スライド 4: 第3四半期 (2023年4月-12月期) 連結損益計算書
	スライド 5: 第3四半期 (2023年4月-12月期) 事業セグメント概況 - 1
	スライド 6: 第3四半期 (2023年4月-12月期) 事業セグメント概況 - 1
	スライド 7: 第3四半期 (2023年4月-12月期) 事業セグメント概況 - 2
	スライド 8: 第3四半期 (2023年4月-12月期) 事業セグメント別損益
	スライド 9: (参考) 連結営業利益の主な変動要因
	スライド 10: 連結貸借対照表
	スライド 11: 連結キャッシュ・フロー計算書
	スライド 12: 2024年3月期 (41期) 連結業績予想 Wacom Chapter 3
	スライド 13: 2024年3月期 (41期) 連結業績予想の主なガイダンス
	スライド 14: 2024年3月期 (41期) 連結業績予想の主なガイダンス
	スライド 15: 2024年3月期 (41期) 連結業績予想の主なガイダンス
	スライド 16: 2024年3月期 (41期) 連結損益予想　対前回予想比較
	スライド 17: 2024年3月期 (41期) 事業セグメント別業績予想
	スライド 18: 2024年3月期 (41期) 研究開発費、投資計画予想
	スライド 19: 2024年3月期 (41期) 株主還元策
	スライド 20: 2024年3月期 (41期) 株主還元策
	スライド 21: 2024年3月期 (41期) 株主還元策
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: Chapter 3アップデート 第二次レポート サマリー 
	スライド 25: Chapter 3 アップデートプランの改編について
	スライド 26: Chapter 3 アップデートプランの改編について : 進捗状況 1
	スライド 27: Chapter 3 アップデートプランの改編について : 進捗状況 2
	スライド 28: Chapter 3アップデート 取組の進捗(ブランド製品事業)  
	スライド 29: Chapter 3アップデート 取組の進捗(テクノロジーソリューション事業)  
	スライド 30: Chapter 3アップデート 取組の進捗(全社)  
	スライド 31:      　在庫マネジメント改善 
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40: 2024年3月期 (41期) 第3四半期連結決算  補足資料
	スライド 41: 第3四半期 (2023年4月-12月期) 連結財務サマリー
	スライド 42: (参考) 事業セグメント業績に関する説明の留意点
	スライド 43: 事業ハイライト  -売上高-
	スライド 44: 事業ハイライト  -売上高-
	スライド 45: 事業ハイライト  -売上高-
	スライド 46: (参考) 販売費及び一般管理費の主な内訳
	スライド 47: (参考) 連結営業利益の主な変動要因
	スライド 48: (参考) 四半期売上高推移
	スライド 49: (参考) 現地法人所在地別売上高 前年同期比
	スライド 50: (参考) ブランド製品事業 現地通貨ベース売上高増減率
	スライド 51: (参考) ROIC (投下資本利益率)の変動
	スライド 52: (参考) ROIC (投下資本利益率)の年度推移
	スライド 53: 2024年3月期 (41期) 連結業績予想 補足資料
	スライド 54: 2024年3月期 (41期) 連結業績予想の前提
	スライド 55: 2024年3月期 (41期) 連結損益予想　対前年同期比較
	スライド 56: 2024年3月期 (41期) 事業セグメント別業績予想
	スライド 57
	スライド 58

